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本⽇は、お忙しいところ、当社の電話会議説明会に
ご参加くださいまして、ありがとうございます。

ただ今から、2018年3⽉期 第1四半期決算について、
弊社ホームページで開⽰しておりますプレゼンテーション資料に沿って、
簡単にご説明させていただきます。
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資料の3ページをご覧下さい。こちらのページに決算のポイントをまとめております。
2018年3⽉期 第1四半期は、増収・減益の決算となりました。
売上⾼は、電⼒事業での販売量が増加したこと等から、
前年と⽐べて6.0％増収の2,927億円となりました。
経常利益は、スライド差損益の減少により、ガス事業粗利が減少したこと等から、
前年と⽐べて36.3%減益の257億円となりました。
なお、スライド差損は70億円となりました。

ガス販売量について、家庭⽤は、春先の気⽔温が低く推移したこと等から、
前年を4.7％上回る5億2400万⽴⽅メートルとなりました。
業務⽤等は、お客さま設備の稼働が増加したことや需要開発が進んだこと等から、
前年を2.9％上回る15億4,100万⽴⽅メートルとなりました。

連結の電⼒販売量については、卸・⼩売の販売量が共に増加したことにより、
前年を34.9％上回る21億5,000万kWhとなりました。
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資料の4ページに、ただ今ご説明しました ガス販売実績、電⼒販売量
実績をまとめておりますので、ご確認ください。

また、プレゼンテーション資料には記載しておりませんが、
昨年4⽉にサービスを開始いたしました、低圧電⼒のお客さま向け
供給件数は、6⽉末時点で37万5千件となりました。
また、7⽉26⽇時点で、供給件数は約40万件となっております。

なお、低圧電気供給件数につきましては、
数値詳細資料に記載しておりますので、後ほどご確認ください。
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資料の5ページに、決算数値をお⽰ししていますので、ご確認ください。

売上⾼は、電⼒販売量の増加等により、
前年と⽐べて164億円増収の2,927億円となりました。

スライド差損益の減少によって、ガス事業粗利が減少したこと等により、
営業利益は、前年と⽐べて147億円減少の237億円、
経常利益は、前年と⽐べて146億円減少の257億円となりました。
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資産・負債項⽬や、主な財務指標の実績は、資料6ページの通りです。
設備投資については、⾃由化システムへの投資が増加したこと等により、
前年を13億円上回る167億円となりました。



7

資料の7ページに、成⻑投資実績をお⽰ししていますので、ご確認
ください。

成⻑投資実⾏額は113億円で年間計画に対して9％の進捗です。
内訳は、国内エネルギー30億円、海外エネルギー43億円、
ライフ＆ビジネス ソリューション 39億円となります。
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資料の8ページにはセグメント別実績を掲載しておりますので、ご確認く
ださい。

9ページ以降には、売上⾼・経常利益について、前年差異の要因分
析資料等を付けておりますので、後ほどご覧下さい。

なお、2018年3⽉期の業績⾒通しにつきましては、4⽉発表時から変
更はありません。

以上で、2018年3⽉期 第1四半期決算についてのご説明を
終わらせていただきます。
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2018年3月期のガスおよび電力販売見通しを、こちらにまとめております。

連結ガス販売量は、
前年を6.3％下回る、81億5,000万立方メートルを見込んでいます。

国内の連結販売電力量は、
前年を15.1％上回る103億3百万キロワットアワーを見込んでいます。
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こちらには、収支などの見通しをまとめておりますのでご確認ください。

前提となる原油価格につきましては、1バレルあたり55ドル、
前提となる為替レートは、1ドルあたり115円としています。
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資産・負債項目や、主な財務指標の見通しは、ご覧の通りです。

設備投資は、前年を38億円上回る925億円を見込んでいます。

ROAにつきましては2.3％、ROEにつきましては4.5％を見込んでいます。
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